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白
鳥
地
域
で
は
、
以
前
か
ら
小
学

生
や
中
学
生
が
自
治
会
や
公
民
館
な

ど
の
地
域
活
動
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
定
着
し
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
で
は
こ
の
つ
な

が
り
が
途
切
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
に
中
高
一
貫
の
連
携
教

２２

育
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
高
校
生
に

な
っ
て
も
地
域
へ
の
思
い
が
継
続
す

る
流
れ
が
生
ま
れ
、
現
在
の
取
り
組

み
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
郡
上
北
高
等
学
校
で
実
際
に
展
開

し
て
い
る
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
地
域

づ
く
り
活
動
団
体
で
あ
る
奥
美
濃
カ

レ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
参
画

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
平
成
　
年
度
か
ら
始

２８

ま
り
、
Ｂ

‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い
っ

た
全
国
規
模
の
大
会
や
地
元
の
行
事

な
ど
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
数
多

く
参
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
出
展
の
全
体
企
画
や
、
提

供
す
る
カ
レ
ー
の
見
せ
方
や
販
売
手

法
ま
で
、
自
ら
考
え
実
践
す
る
活
動

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
郡
上
北
高
等
学
校
で
学
校
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
を

担
当
さ
れ
て
い
る
 熊
崎
   孝
之
 教
諭

く
ま
ざ
き
 

た
か
ゆ
き

は
、「
生
徒
が
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と

に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
地

域
課
題
を
探
究
す
る
力
や
発
想
力
が

　
郡
上
北
高
等
学
校
の
生
徒
の
み
な

さ
ん
は
、
白
鳥
公
民
館
の
行
事
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
公
民
館
の
行
事
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に
郡
上
北
高
等
学
校
の
生
徒
が
関
わ

り
始
め
、
平
成
　
年
度
に
は
、
郡
上

27

北
高
等
学
校
の
生
徒
と
公
民
館
の
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
を
契
機
に
高
校
生
の
「
公
民
館
応

援
隊
」
と
し
て
の
地
域
活
動
の
参
加

が
活
発
化
し
、
そ
の
後
、
応
援
隊
の

数
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

同
年
8
月
に
は
、
高
校
生
が
自
ら
プ

ラ
ン
を
練
り
上
げ
た
「
夏
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
夏
フ
ェ
ス

タ
」
は
高
校
生
企
画
と
し
て
定
着
し
、

毎
年
継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
に
生
徒
会
の
副
会
長

27

と
し
て
こ
の
活
動
を
リ
ー
ド
さ
れ
た

 松
井
   佳
林
 さ
ん
（
今
年
度
か
ら
郡
上

ま
つ
い

 

か
り
ん

市
役
所
市
長
公
室
企
画
課
勤
務
）
は
、

「
夏
休
み
に
入
る
と
毎
日
の
よ
う
に

公
民
館
に
集
ま
り
、
企
画
を
練
っ
た

り
作
業
を
進
め
た
り
で
、
開
催
に
向

け
て
の
準
備
は
大
変
で
し
た
。で
も
、

す
べ
て
を
高
校
生
で
や
り
き
っ
た
こ

と
は
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
参
加
さ
れ
た
小
学

生
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
喜
ば
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
当
時

を
振
り
返
り
、
高
校
生
が
地
域
の
様

々
な
活
動
に
参
画
す
る
意
義
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
が
地
域
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
始
め
る
以
前
の
地
元
企
業
へ

の
就
職
希
望
者
の
割
合
は
、
概
ね
　３０

％
か
ら
　
％
の
間
で
推
移
し
て
い
た

４０

そ
う
で
す
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
は

２６

地
元
志
向
が
徐
々
に
高
ま
り
、
平
成

　
年
度
以
降
は
　
％
前
後
で
推
移
す

２７

７０

る
ま
で
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
傾
向
は
進
学
希
望
者
に
も
見

ら
れ
、
面
接
練
習
の
際
に
も
将
来
は

郡
上
市
に
戻
っ
て
地
域
に
貢
献
し
た

自
然
と
高
ま
り
、
そ
れ
が
郷
土
愛
の

醸
成
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で

自
主
性
が
生
ま
れ
た

高
校
生
が
自
ら
企
画
し

実
行
し
た
「
夏
フ
ェ
ス
タ
」

生
徒
の
地
元
志
向
を
高
め

た
郷
土
愛
の
醸
成

松井佳林さん

（市役所市長公室企画課勤務）

若いい力若い力未来を切り拓く未来を切り拓く
地域のコミュニティに参画する地域のコミュニティに参画する

　　郡上北高等学校生徒の　　郡上北高等学校生徒の

地域のコミュニティに参画する

　　郡上北高等学校生徒の挑戦挑戦挑戦

　「地域へ飛び出し、地域とつながった活動

がしたい」。郡上北高等学校では、生徒の

みなさんの思いが実際の活動へと発展し、

白鳥公民館と連携した行事に自ら参画する

などの活動が生まれています。今月号では、

郡上北高等学校の取り組み事例から、郡上

の未来を切り拓く担い手をどのように育成

していくべきかについて特集しました。
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い
と
答
え
る
生
徒
が
増
え
て
い
る

と
、
郡
上
北
高
等
学
校
か
ら
大
変
興

味
深
い
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
地
域
へ
の
愛
着
が
深
ま
る
こ
と

で
、「
郡
上
に
残
り
た
い
、
戻
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
結
果
と

し
て
地
元
へ
の
定
着
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
郡
上
北
高
等
学
校
で
は
、
来
年
度

か
ら
単
位
制
普
通
科
の
地
域
産
業
コ

ー
ス
に
、
学
校
で
の
授
業
と
企
業
で

の
職
業
訓
練
を
同
時
に
進
め
る
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す
。
高

い
技
術
力
で
郡
上
市
の
経
済
を
支
え

る
企
業
に
お
い
て
も
、
こ
こ
数
年
は

人
材
不
足
に
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
う
し
た
課

題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。
企
業
実
習
と
い
う
新

し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
、
様
々
な

地
域
活
動
に
関
わ
る
高
校
生
の
取
り

組
み
の
結
び
つ
き
は
、
さ
ら
に
地
元

就
業
を
促
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
郡
上
北
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
 青
木
  み
か
さ
ん
（
白
鳥
町

あ
お
き

白
鳥
）
は
、
現
在
大
学
で
自
治
体
経

営
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
高
校

在
学
中
に
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
郡
上
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
提
案
を
は
じ
め
、
生
徒

会
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
み
な
さ
ん
と

　
ま
た
、
郡
上
高
等
学
校
で
は
、
今

年
度
岐
阜
県
の
「
地
域
課
題
探
究
型

学
習
推
進
事
業
」
の
対
象
校
と
し
て

指
定
を
受
け
、
学
校
の
枠
を
超
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
働
に
よ
る
地
域

課
題
探
究
型
の
学
習
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
高
校
生
が
主
体
的
に
地

域
と
つ
な
が
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん

や
企
業
、
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
と

連
携
し
て
活
動
す
る
取
り
組
み
は
、

「
地
域
人
材
」
の
育
成
と
定
着
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
言
え
ま
す
。

様
々
な
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

　
青
木
さ
ん
は
こ
う
し
た
活
動
の
体

験
を
通
し
て
、「
夏
フ
ェ
ス
タ
や
夢
ま

つ
り
な
ど
様
々
な
地
域
活
動
に
参
加

し
、
私
た
ち
の
若
い
世
代
が
郡
上
市

の
課
題
を
当
事
者
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と

自
身
の
考
え
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
「
私
は
郡
上
市
が
大
好
き
で
す
。

し
か
し
、
郡
上
市
は
人
口
減
少
な
ど

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
故

郷
で
あ
る
郡
上
市
が
こ
れ
か
ら
も
元

気
な
ま
ち
と
し
て
あ
り
続
け
る
た

め
、
私
自
身
が
郡
上
市
の
た
め
に
何

か
行
動
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
今

私
は
、
都
留
文
科
大
学
地
域
社
会
学

科
に
進
学
し
、
地
域
社
会
が
抱
え
る

問
題
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
郡
上
市
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
り
、
郡
上
市
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
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若者の目線で

　郡上の魅力を発信
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北
高
の
生
徒
が
商
品
企
画
を
行
っ
た
梅
ゼ

リ
ー
。
現
在
、
道
の
駅
清
流
の
里
し
ろ
と
り

な
ど
で
販
売
中
で
す
。

青木みかさん（白鳥町白鳥）

郡
上
高
等
学
校
で
も
地
域
課

題
探
究
型
の
学
習
に
着
手

　明治大学商学部中川ゼミナール　郡上プロジェクトのみなさんが平成

18年から郡上市に関わり、グループで研究活動を行っています。奥美濃カ

レーファミリーの活動への参加をきっかけに13年間にわたり郡上市に通

い続け、郡上北高等学校の生徒のみなさんともＢ－１グランプリなどのイ

ベントで交流を深めてきました。グループのリーダーを務める明治大学商

学部３年の 山中   一平 さんは、「郡上の自然や郡上おどりをはじめとした歴
やまなか いっぺい

史や文化の奥深さ、郡上で合う人に魅かれています。郡上をもっと知って、

若者の目線で郡上の魅力を発信していきたい。」と話されました。

　郡上に通う若者も郡上の未来を切り拓く力になっています。

企画から運営まで北高生徒の手

づくりで毎年８月に開催される

夏フェスタ（白鳥ふれあい創造

館で）

人
口
流
出
を
抑
え
る
鍵
は

中
高
生
の
地
域
活
動

き
る
よ
う
４
年
間
で
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。


